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　調査時期：①平成 27 年 4 月～7 月
（中学校理科指導法（前期）終了時）
　　　　　：②平成 27 年 10 月～平成 28 年 1 月
（中学校理科指導法（後期）各模擬授業後）















































































































指導案づくりを行わせた。観点 1，観点 2，観点 3，























7 課題と考察が正対する 26 名
調査対象 26 名






業によって 9 名が観点 1 を満たすことができるよう


































































































　後期の学習によって 10 名が観点 3 を満たすこと
ができるようになった。中学校理科指導法（前期）











































　後期の学習によって 9 名が観点 7 を満たすことが
できるようになった。中学校理科指導法（前期）学
習後に観点 7 を満たせていなかった学生 D を抽出
すると次の通りである。

















































1 9 名 17 名
2 19 名 21 名
3 4 名 14 名
7 17 名 26 名
　そこで，中学校理科指導法（前期）と（後期）の
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